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　昨年はついに羽幌町の人口が9,000人を下回りました。9月末に一時的に9,000人台を回復しましたが、全体に
減少を続け昨年末現在で8,981人となっています。昨年実施された国勢調査の速報値でも8,740人を記録し、い
よいよ人口8千人時代に突入することになりました。人口は減少傾向ではありますが、毎年100人以上が減少す
る中、昨年一年間の減少数は77人となっており、下げ幅はゆるやかになりつつあります。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は360回で、昨年の329回を31回上回り過
去最高となりました。高齢者の脳疾患、心疾患による転院搬送が主な増加要因と
なっています。年齢別の搬送人員でも全体の6割以上を60歳以上が占めています。
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　昨年は北海道全体で交通死亡事故発生件数の全国ワーストワンを14年ぶりに返
上し、羽幌町内においても死亡事故は昨年に引き続き0件となりました。人身事故
全体の件数は昨年の12件より2件少ない10件となっていますが、一方で物損事故の
件数は昨年の152件よりも大幅に増加しています。

����

���
�����������

�� 平成16年度　�� 平成17年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成16年3月～平成17年2月
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりとなっています。ごみ収集の有料化が平成
14年度に始まってから、生ごみの収集量が減少傾向にあるものの、その他はほぼ横
ばいとなっています。なお、平成16年度に粗大ごみ・破砕ごみ・一般ごみの収集量
が増加しているのは台風18号の被害による影響と見られています。
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(単位:kg)※「雑誌」の1月～3月分は「新聞」に含む。
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　上水道の使用量は毎年夏期に増加する傾向にあります。過去の年と比較すると
平年並の水準で推移していますが、下水道の接続に伴い微量ながら増加が見られま
す。限りある資源を大切に、節水にご協力をお願いいたします。

������

���������

�������������

(単位:�)

※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は、毎年順調に接続件数が増加し、それに
伴って使用量も増加しています。特に営業・団体用の増加が著しく、家庭用を上回
る勢いで増加しています。
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(単位:�)

※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。


